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ふ
く
し
共
育

ふ
く
し
共
育
学
校
＋
地
域

須賀川小4年生

佐良土小4年生

コロナ禍
でも

　

市
社
協
で
は
、小
中
学
生
と
地
域
の
人
が
、地
域
の
課
題
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
る「
学
校
と
地
域
が
つ
な
が
る
ふ
く
し
共

育（
福
祉
教
育
）」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

須
賀
川
小
と
佐
良
土
小
の
児
童
の
み
な
さ
ん
は
、認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
け
て
認
知
症
に
つ
い
て
学
ん
だ

後
、認
知
症
の
家
族
と
生
活
し
た
経
験
の
あ
る
方
の
お
話
を

聴
き
ま
し
た
。学
ん
だ
知
識
を
も
と
に
、自
分
た
ち
に
何
が
で

き
る
の
か
、発
想
豊
か
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
考
え
よ
う
！

　
　
　
　

認
知
症
に
や
さ
し
い
地
域

素敵なアイデアがたくさん !

域域

児童のみなさんによる寸劇児童のみなさんによる寸劇

意見を出し合います
意見を出し合います
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　この全国キャンペーンは、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、子
どもと家族をめぐる生活課題や日常生活に困難を抱える方々を支援するた
めの活動に、栃木県共同募金会が助成を行うものです。
　大田原市障がい児者等保護者会は、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、慣れない生活様式に苦慮し、会員の楽しみである行事や発表会の場がな
くなってしまった状況でありました。そこで、地域の伝統工芸にふれ、伝統工
芸への興味や手仕事への意欲につながることを目的に、黒羽藍染紺屋さん
の協力を得て藍染バンダナを制作していただきました。
　藍染バンダナは紺屋さんから会の代表者6名が受け取り、役員等が会員
70名に声かけや近況把握を行いながら、お届けしました。
　会員の皆さんからは、「日頃のがん
ばりを認めてもらえた気がしてとても
うれしい」「応援してくれる人たちがた
くさんいることを胸に頑張りたい」と
いう声が寄せられています。今後、会は
療育訓練等で藍染の勉強会や体験等
を企画していきます。赤い羽根に寄せ
られたみなさんのお気持ちは地域で
がんばっている人を支えています。本
当にありがとうございます。

紺屋さんから和久会長へ

1枚1枚、模様がちがう藍染 わたしはスカーフに!

～赤い羽根とちぎ　子どもと家族の緊急支援全国キャンペーン（第2回）～に参加しました。

感染防止策で街頭募金!ボランティア70名が参加しました。
　10月の土日に地区社協やボランティアの方70名が店頭で赤い羽根共
同募金を呼びかけました。
　また、市内中学生・高校生がポスターや募金箱へのイラスト、呼びかけ
の録音に参加いただきました。
　多くの皆様が足を止め募金にご協力をいただき、ありがとうございまし
た。
　街頭募金総額　178，731円

◆◆「藍にふれ、黒羽藍染めの手仕事への意欲につなげよう」
た。

うう」
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大田原市社会福祉法人連絡会
　大田原市社会福祉法人連絡会は、市内14の社
会福祉法人が参加しています。
　連絡会の参加法人では、地域のための活動に
取り組みます。
　それぞれの法人で、「ふくし総合相談」を行い
ます。お気軽にご相談ください。
　また、出前講座、施設や用具の貸し出しなどで、
地域のイベントに協力することができます。
　新型コロナ禍の影響で難しいこともあります
が、皆様と共に地域の課題に取り組んでいきま
す。
　ご理解、ご協力をお願いします。

電話番号所在地社会福祉法人連絡会参加法人

24－2620小滝17－18①あいのかわ福祉会（那須共育学園）

59－0139久野又804② 安  寧 （山百合荘など）
あん ねい

22－8011中田原381－1③エルム福祉会（エルムの園など）

23－1130本町1－3－1④大田原市社会福祉協議会

48－7070加治屋83－81⑤ 謙  心  会 （にちにちそうなど）
けん しん かい

22－8834若松町3－30⑥ 心  美  会 （保育園ベビーエンゼル）
ここ み かい

29－1790下石上1258⑦ 至  誠  会 （晴風園など）
し せい かい

24－0600北大和久1－3⑧ 章  佑  会 （やすらぎの里など）
しょう ゆう かい

24－6616住吉町1－12－29⑨ 千  駒  会 （おおたわら保育園）
せん こま かい

23－5880城山1－6－19⑩ 同  愛  会 （四季の風など）
どう あい かい

46－5100薄葉1717－2⑪ひかり会（ひかりのざき保育園など）

28－7320親園2044－5⑫フレンズ会（保育園チャイルド）

20－5100北金丸2600－7⑬ 邦  友  会 （おおたわら風花苑など）
ほう ゆう かい

98－3001片府田1301－59⑭ 窓 の 陽 （ふるさとホーム那須など）
まど ひ



受賞 おめでとうございます
令和2年度社会福祉法人大田原市社会福祉協議会会長表彰

　去る10月20日「令和2年度社会福祉法人大田原市社会福祉協議会会長表彰」授賞式が開催されました。
　日ごろ大田原市の地域福祉活動にご尽力された団体、個人に感謝の意を表しました。次の6名3団体の
方々が表彰されました。心よりお喜び申し上げます。

　令和2年9月16日から11月15日までに、社会福祉のためにお寄せいた
だいた寄付の報告です。皆様の温かい善意に心より感謝申し上げます。

◆大田原市社会福祉協議会寄付
　♥斉藤　信恵　様・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10,000円
　♥斉藤　哲夫　様・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10,000円
　♥㈱エヅリン　代表取締役　江連　秀夫　様・・・・・・・・・・・7,714円
　♥築地ゴルフ愛好会　様・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6,563円

◆大田原市善意銀行寄付
　♥㈱エヅリン　代表取締役　江連　秀夫　様・・・・・・・・自転車　1台
　♥塚本　槙弓　様・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・タオル・手ぬぐい　150本
　♥藤田　ヨシエ　様・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・古着　30着

　　

　　　

寄付報告
お詫び

社会福祉協議会特別会員の名称の間違いについて

大田原市社会福祉協議会特別会員報告

故　廣瀬　憲一　（佐久山地区社会福祉協議会）
　小林　久子　（湯津上地区社会福祉協議会）
　弓座　一夫　（両郷地区社会福祉協議会）
　佐藤　和夫　（川西地区社会福祉協議会）
　田口　恭子　（大田原東部地区仲町自治会福祉委員）
　小藤　悦子　（黒羽地区前田3区自治会福祉委員）
　コスモスグループ　（黒羽地区給食サービスボランティア）
　須賀川ボランティア（須賀川地区社会福祉協議会）
　調理ボランティア　（黒羽地区4地区給食サービス）

後列左から　筒井副会長、大森様（コスモスグループ）、湯本様（須賀川ボランティア）、熊田様（調理ボランティア）、村越常務理事
前列左から　田口様、小林様、津久井会長、佐藤様、小藤様

（順不同・敬称略）

記念撮影の
時だけマスクを
外しています

　おおたわら社協だより224号（10月1日発行）
の特別会員名簿一覧で、事業所の名称に誤りがあ
りました。
　下記のとおり訂正し、お詫びを申し上げます。

（誤）　㈱人見石屋
（正）　人見石材店（敬称略）

◆

アーベストフーズ㈱ 様・・・・・・・10口
㈱栃木ニコン黒羽事業所 様・・・・1口
ご協力ありがとうございます
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研修の様子

中央：津久井富雄会長
　左：佐藤富夫総隊長（黒羽地区）
　右：筒井雅治総隊長（野崎地区）

社協会長へ受賞の報告

おお おお たた わらわら

　支え合いの地域づくりには、地域の
皆様の熱い思いとパワーが必要です!

　

9
月
14
日
に
、
市
役
所
市
民
協
働
ホ
ー
ル
を
会
場
に
令
和

2
年
度
与
一
い
き
い
き
メ
イ
ト
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
メ
イ
ト
さ
ん
も
思
う
よ
う
に
活
動
が

で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
8
月
頃
か
ら
徐
々

に
各
地
区
で
活
動
も
再
開
と
な
り
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

に
も
大
勢
の
メ
イ
ト
さ
ん
に

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
感
染
症
予
防

対
策
の
話
を
聞
い
て
、
正
し

い
手
指
の
洗
い
方
を
確
認
し

た
り
、
椅
子
に
座
り
な
が
ら

で
き
る
体
操
を
み
ん
な
で
行

い
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る

こ
と
を
し
っ
か
り
と
学
び
ま

し
た
。

　

地
区
内
に
は
、
た
く
さ

ん
の
社
会
資
源
（
地
域
の

宝
物
）
が
あ
り
ま
す
が
、

多
く
は
う
ま
く
活
用
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
り
、
眠
っ

た
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
地
域
の
宝
物
を
把
握
し
、
活
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
大
勢
の
地
域
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
地
域
資
源
調
査
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。
地
図
上
で
ど
こ
に
お
宝
（
モ

ノ
・
ヒ
ト
）
が
あ
る
の
か
、
調

査
・
発
掘
を
行
い
、
地
域
の
素
晴

ら
し
さ
を
再
発
見
し
ま
し
た
。

☆　災害時の支援など、多くの住民に情
報が行き渡るようにしましょう

☆　障がいの有無に関わらず、一人ひとり
に合った方法で、対応できるようお互い
を知りましょう

☆　みんなで地域づくりをし、健康で長く
暮らせるようにしましょう

☆　「権利擁護」について、知らない人が
多いことから、もっと啓発しましょう

☆　地域ごとに小地域福祉活動計画を策
定しましょう

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
S
C
）
の
活
動
紹
介

さ
さ
え
愛
大
田
原
市
助
け
合
い
事
業
（
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
）

皆
さ
ん
の
地
域
活
動
を
支
え
ま
す
！

　

全
国
で
、少
子
高
齢
化
に
よ
る
地
域
活
力
の
低
下
や
、過
疎
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、大
田
原
市
も
例

外
で
は
な
く
、各
地
区
で
地
域
の
担
い
手
不
足
の
課
題
や
、地
域
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
地
域
の
課
題
に
対
し
て
、大
田
原
市
に
は
、身
近
な
地
域
で
の
助
け
合
い
の
仕
組
み
を
つ
く
る

た
め
、課
題
や
資
源
の
情
報
を
集
め
た
り
、解
決
策
を
検
討
し
た
り
す
る
第
2
層
協
議
体
が
各
地
区
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。地
域
の
皆
様
が
主
体
と
な
り
、自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、毎
回
積
極
的
な

話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
第
2
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
S
C
）が
配
置
さ
れ
、地
域
の
特
性
に

合
わ
せ
て
、様
々
な
活
動
や
人
々
を
つ
な
げ
た
り
、組
み
合
わ
せ
る
な
ど
の
調
整
役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、そ
の
中
か
ら
東
部
地
区
と
黒
羽
地
区
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
大
田
原
市
で
は
、各
地
区
の
見
守
り
隊（
会
）主
任
が
、生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
兼
務
し
て
い
ま
す
。

地域の皆さんへ
東部地区SC
人見 英一

黒羽地区SC
矢澤 秀夫

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、で
き
る
こ
と
を

続
け
て
い
こ
う
！

令和2年度

フォローアップ研修

第
45
回
地
域
安
全
県
民
の
つ
ど
い
表
彰

　

見
守
り
隊
員
の
皆
様
の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、栃

木
県
警
察
本
部
長
、栃
木
県
防
犯
協
会
長
よ
り
、「
黒
羽

見
守
り
助
け
合
い
隊
」、「
野
崎
地
区
見
守
り
隊
」の
2
団

体
が
、功
労
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

調査会議の様子（令和元年度）

　安全・安心に生活できるよう、地域の皆様
と一緒に取り組んでいきたいと思います。

　

交
通
手
段
が
な
く
、
思

う
よ
う
に
買
い
物
に
行
く

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

地
域
の
高
齢
者
の
声
が
多

く
あ
り
ま
す
。
黒
羽
地
区

で
は
、
年
2
回
、
地
域
の

高
齢
者
を
対
象
に
、
買
い

物
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
見
守
り
隊
員
さ

ん
に
も
協
力
を
い
た
だ
き
実
施
す
る
買
い
物
ツ

ア
ー
は
、
普
段
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
の
少
な
い
高

齢
者
の
方
に
と
っ
て
、
地
域
の

「
つ
な
が
り
」
を
実
感
す
る
機
会

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

地域の皆さんへ

笑顔の買い物ツアー（令和元年度）

湯
津
上
地
区「
言
ノ
葉
喫
茶
」

い
い
も
ん
め
〜
っ
け
た
！

こ
と

の

は

き
っ

さ

与一いきいきメイト
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・防災に関する知識の習得に努めましょう
・自主防災組織の活動や避難訓練に積極的に参加し
ましょう
・地域のつながりを大切にし、日頃から顔見知りの
関係をつくりましょう

・防災訓練の実施、非常食や資機材の備蓄など防災
体制の充実に協力しましょう
・健康講座や救命講習会を開催しましょう
・施設、団体の活動を地域に知らせ、得意なことを
活かして地域に貢献しましょう

・市内12地区社会福祉協議会が策定する小地域福祉
活動計画づくりと活動の展開を支援します
・日頃から災害にも強い地域づくりを推進します
・判断力が不十分な人が地域で自立した生活が送れ
るよう福祉サービス利用支援事業を推進します

・防災意識の高揚に努め、自主防災組織の充実強化
を図り市民と協働による災害に強いまちづくりを
進めます
・権利擁護制度、成年後見人制度の周知を図ります
・児童、高齢者、障がい者の虐待等の防止及び早期
発見、早期対応に努めます

おおお おおお たたた わらわらわらたがいを もいやり のしく ってくらせるまち大田原

　みんなで作った計画を、みんなで一緒に進めましょう!!

市民 が すること 施設・団体 が すること

市社協 が すること 市 が すること

つ
ま
り

第3次大田原市地域福祉計画・地域福祉活動計画

　「大田原市地域福祉計画・地域福祉活動計画」は市民のみなさんと大田原市と市社協が一緒に作った計
画です。昨年度から、6つの基本目標と21の施策で地域福祉を推進しています。

　一人暮らし高齢者世帯の増加により、よりきめ細
やかな見守り活動が求められています。また、地域
の生活課題に対して、総合的に対応する新しい形の
ネットワークづくりを推進します。

基本目標6 あんぜん・あんしんなまち
☆　災害時の支援など、多くの住民に情
報が行き渡るようにしましょう

☆　障がいの有無に関わらず、一人ひとり
に合った方法で、対応できるようお互い
を知りましょう

☆　みんなで地域づくりをし、健康で長く
暮らせるようにしましょう

☆　「権利擁護」について、知らない人が
多いことから、もっと啓発しましょう

☆　地域ごとに小地域福祉活動計画を策
定しましょう

☆　災害時の支援など、多くの住民に情
報が行き渡るようにしましょう

☆　障がいの有無に関わらず、一人ひとり
に合った方法で、対応できるようお互い
を知りましょう

☆　みんなで地域づくりをし、健康で長く
暮らせるようにしましょう

☆　「権利擁護」について、知らない人が
多いことから、もっと啓発しましょう

☆　地域ごとに小地域福祉活動計画を策
定しましょう
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新
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よ
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！

い
い
も
ん
め
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け
た
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こ
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こ
と
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はは

き
っ
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っ

ささ感染対策は、
しっかりと!

みんなですすめよう!
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土金木水火月日
543212/1

野崎地区居場
所活動
9時30分～
11時30分
13時30分～
16時30分

大̝  心配ごと
 9時～12時

東部地区ささえ
愛サロン
13時30分～
15時

金田地区小地域福
祉活動計画会議
18時30分～
20時30分

1211109876
大̝  心配ごと
 9時～12時

両郷地区居場所
13時30分～
15時30分

湯̝  心配ごと
 13時～16時

東部地区協議体
13時30分～
15時

紫塚地区認知症サ
ポーター養成講座
19時～
20時30分

19181716151413
野崎地区居場
所活動
9時30分～
11時30分
13時30分～
16時30分

大̝  心配ごと
 9時～12時

黒̝  心配ごと
 9時～12時

社協理事会
13時30分～
15時

福祉委員研修会
13時30分～
15時

26252423222120
大̝  心配ごと
 9時～12時

野崎地区居場
所活動
10時～12時 おやまだいおひ

さまカフェ
10時～15時
社協評議員会
13時30分～
15時

21/13130292827
元日

9876543
大̝  心配ごと
 9時～12時

湯̝  心配ごと
 13時～16時

16151413121110
大̝  心配ごと
 9時～12時

両郷地区居場所
13時30分～
15時30分

成人の日

23222120191817
大̝  心配ごと
 9時～12時

黒̝  心配ごと
 9時～12時

佐久山地区協議
体
16時～17時

両郷地区小地域福
祉活動計画会議
13時30分～
15時 おやまだいおひ

さまカフェ
10時～15時

東部地区チーム
会議
13時30分～
15時 共同募金公募助

成審査委員会
13時30分～16時
紫塚地区協議体
19時～20時30分

30292827262524
大̝  心配ごと
 9時～12時

野崎地区チーム隊
長会議、協議体
18時30分～
20時30分

金田地区協議体
18時30分～
20時

野崎地区居場
所活動
10時～12時

654322/131
大̝  心配ごと
 9時～12時

湯̝  心配ごと
 13時～16時

東部地区ささえ
愛サロン
13時30分～
15時30分

 市社協の主な行事予定・心配ごと相談日

　あすてらす（日常生活自立支援事業）とは・・・
　認知症高齢者・知的障害者・精神障害者に対し、福
祉サービスの利用援助や日常的な金銭管理などの
援助を行うことにより、在宅での自立した生活を支
援します。
　市町社協（基幹社協）に配置された専門員が利用
者の相談に応じるとともに、利用者ごとに適切な援
助内容を定め、生活支援員が利用者ごとに直接援助
を行います。
〇支援サービスの内容
・福祉サービスの利用援助
・日常的金銭管理サービス
・書類等預かりサービス
　　保管できる書類
　　　1　年金証書　2　貯金通帳
　　　3　権利証　　4　契約書類
　　　5　保険証　　6　実印・銀行印
※預かることができないもの
宝石、書画、骨董品、貴重品、株券、小切手など

☎0287－23－7375

★ボランティア相談
● 月～金曜日 午前　時～午後　時　● 場所：市社協本所9 5
※人権相談・行政相談については、市広報誌・「大田原市ホームページ」　
　（http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/）をご覧ください。

連絡先会　　場地　区

23－1130市役所A別館●大  大田原
98－3715佐良土多目的交流センター●湯  湯津上
54－1849市社協黒羽支所●黒  黒　羽

★心配ごと相談
※民生委員児童委員が相談に応じます。秘密は守られます。

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、予定が変更される場合があります。
　事前にお問合せください。

　新型コロナウイルス感染症の影響で貸付の対
象世帯を低所得世帯以外に拡大し、休業や失業
等により生活資金でお悩みの方々へ、特例貸付
を実施しています。
　申請の受付期間は12月末までです。

⑴　減収された方向け（緊急小口資金）
　緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった
場合に、少額の費用の貸付を行います。
　金　　額：10万円以内
　　　　　　（条件に該当する方は20万円以内）
　返済期間：2年以内
⑵　失業された方等向け（総合支援資金）
　生活再建までの間に必要な生活費用の貸付を
行います。
　金　　額：
　　（単身世帯）月15万円を3ヶ月間
　　（2人以上の世帯）月20万円を3ヶ月間
　返済期間：10年以内

留意事項
・どちらも無利子かつ保証人不要です。
・返済期限を過ぎると延滞利子が発生します。
・県社会福祉協議会で貸付審査を行います。
・審査の状況により、貸付までお時間をいただ
きますので、あらかじめご了承ください。

※窓口の三密防止のため、ご相談は完全予約制
とさせていただいております。まずは下記まで
ご相談のお電話をお願いします。

大田原市社会福祉協議会　自立相談係
TEL　0287－23－1130

生活福祉資金の貸付が期間延長されました

新型コロナウイルスの影響で
生活にお困りの皆様へ



　まだ食べられるのに処分されてしまう食品を、
食べ物に困っている世帯や福祉施設に届ける活動
です。

　フードバンク活動の普及・啓発のために毎年開
催してます。参加者は食品等の寄付によりフード
バンク活動を支援します。

　新型コロナウイルスの影響により、フードバ
ンクの支援を必要とする世帯が急増しているこ
とを受け、10月3日にフードバンク県北の主催
で第8回チャリティウォークが開催されまし
た。
　代表ボランティアの實寿夫さんは、「コロナ禍
の状況でどれだけの人が集まってくれるか不安
だったが、沢山の人が参加してくれてうれし
い。」と話していました。
　今年で8回目の開催となり、西那須野駅から
黒羽支所までの東野鉄道跡地約18kmを、120
名の参加者が歩くことでフードバンク活動を呼
びかけました。

★地域のボランティアでは60歳～70歳代の方が
活躍しています。

★あなたの趣味や特技、これまでの経験を活か
して支え合いの地域を作りませんか?

★市社協ではみなさんのお気持ちを大切に、相
談をお受けしています。まずはご連絡くださ
い。

　ボランティアは自発的に行う社会に貢献する
活動です。活動の性格として自主性、社会性、
無償性の3つが挙げられます。ボランティア活
動はこれからの社会が目指す地域共生社会に欠
かせません。
　始めよう、ささえ愛の地域づくり。

定年退職定年退職××
ボランティアボランティア

悩んでませんか?
ボランティア
悩んでませんか?
ボランティア

・話し相手が欲しい
・ひとり暮らしだと不安…
・地域とつながりを持ちたい

　市社協では、ボランティアの相
談をお受けしています。まずはお
問い合わせください。

・地域のために何かしたい！
・近所のおじいちゃんが心配
・被災地の支援がしたい！

そもそもボランティアってなに?

代表ボランティアの實寿夫さん

フードバンク

チャリティウォーク

フードバンク　第8回チャリティウォーク［県北18］
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市社協ホームページURL　http://www.ohtawara-shakyo.or.jp/　

【本 所】
本町1－3－1 市役所A別館1階
☎ 23－1130
☎ 24－0294
FAX 23－1138

【湯津上支所】
佐良土 853
佐良土多目的交流センター内
☎ 98－3715
FAX 98－8011

【黒羽支所】
黒羽田町 848
☎ 54－1849
FAX 54－2745

あすてらす
おおたわら
☎ 23－7375

大田原市
社会福祉協議会
介護事業所

大田原市社会福祉協議会は、みんなのふだんのくらしのしあわせを応援しています !

　ボランティ
ア募集情報は、
市社協ホーム
ページのブロ
グに掲載して
います。

ボランティア
紹介コーナー

ボランティア
情報紙

大田原ふるさと民話の会とは！？

大田原ふるさと民話の会

子どもたちの声にエネルギーをもらっています

小学校で民話を披露
久しぶりでドキドキ

※十分な距離を取って実施しています

　大田原ふるさと民話の会は、大田原や日本に伝わる民話を、より多くの人に伝え
ていく活動をしています。語るだけでは民話が立ち消えになってしまうのではないか
と、数年かけて民話集「大田原の民話」を完成させました。この民話集には七十四
話の民話が掲載されており、民話を後世に残したい、大田原の文化を知ってほしい
という会員の熱い想いが詰まっています。

どんな活動をしているの！？

　保育園や小学校、介護施設やほほえみセン
ターなど、いろいろな場所で活動をしています。
　また、毎月の定例会では『語る』技術を向上
するため会員同士で練習を重ねています。民話
の会には先生がいないため、会員がそれぞれ
に自分の形を作っていて、個性豊かな『語り』
で民話を伝えています。

活動に込めた想いを聞きました♥

　今年度はコロナの影響もあって、出前の活動
が思うようにできませんでした。そんな中でも
ほほえみセンターや児童館、小学校で感染対
策をしながら活動してきました。子どもたちの
「面白い！」「楽しかった！」の声にエネルギーを
もらい、民話の会の活動は今日も続いています。
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